
先祖を敬い、豊穣を祈る
伝統芸能「角館のささら舞」　白岩雲巖寺奉納舞（関連 5 ページ）

毎月 2 回　1 日・16 日発行

http://www.city.semboku.akita.jp/



ちいきのわだい
仙北市のできごとをおとどけ

皆さんが輪になり盆踊りを楽しみました。

　

８
月
17
日
、
１
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
戸

沢
氏
祭
。
新
成
人
の
殿
様
一
行
と
地
元
小
中

学
生
、
婦
人
会
等
が
領
民
に
扮
し
、
総
勢

２
０
０
人
余
り
の
お
家
行
列
が
、
真
山
寺
を

出
発
後
、
門
屋
城
址
を
経
由
し
、
主
会
場
の

河
川
公
園
ま
で
練
り
歩
き
、
沿
道
や
公
園
で

待
つ
大
勢
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
伝
統
芸
能
の
発
表
や
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
、魚
の
つ
か
み
捕
り
や
盆
踊
り
な
ど
、

楽
し
め
る
催
し
物
が
行
わ
れ
、
最
後
の
花
火

大
会
で
は
、
夜
空
を
飾
る
綺
麗
な
花
火
に
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
祭
り
を
満
喫
し
ま
し
た
。
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ち
い
き
の

わ
だ
い

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
と
ど
け

第
18
回
戸
沢
氏
祭　

大
勢
の
人
出
で
賑
わ
う

総
勢
２
０
０
人
の
お
家
行
列
が
沿
道
を
魅
了

8月17日
桧木内川河川公園

新
成
人
が
誓
い
の
こ
と
ば

平
成
26
年
度
仙
北
市
成
人
式

8月15日
仙北市民会館　

仙
北
市
成
人
式
が
仙
北
市
民
会
館
で
８
月

15
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
平
成
５
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

２
６
７
人
。
式
に
先
立
ち
新
成
人
有
志
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
秋
田
長
持

唄
や
拳
囃
子
、
正
調
生
保
内
節
な
ど
７
曲
が

披
露
さ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
新
成
人
の
石
郷
岡
美
幸
さ
ん
が

司
会
を
務
め
、
成
人
者
を
代
表
し
澤
山
大
輝

さ
ん
に
成
人
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
鈴
木
翔
斗
さ
ん
、
橋
本
翼
さ
ん
、
草
彅

祐
哉
さ
ん
が
「
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
親
の

よ
う
に
、
父
さ
ん
母
さ
ん
か
ら
産
ま
れ
て
き

て
良
か
っ
た
と
子
ど
も
に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
家
庭
を
築
き
た
い
」「
支
え
ら
れ
る
側

か
ら
支
え
る
側
に
成
長
し
、
子
ど
も
た
ち
が

憧
れ
る
大
人
に
な
り
、
仙
北
市
が
す
ば
ら
し

い
街
に
な
る
よ
う
貢
献
し
た
い
」「
社
会
人
の

自
覚
を
強
く
持
ち
、
若
者
が
積
極
的
に
社
会

参
加
す
る
こ
と
が
必
要
。
甲
子
園
に
出
場
し

た
後
輩
た
ち
の
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
・
根
性
・

精
神
力
を
見
習
い
、
地
域
を
活
性
化
で
き
る

若
者
に
な
り
た
い
」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
そ

れ
ぞ
れ
述
べ
ま
し
た
。

■
成
人
証
書
の
保
管
に
つ
い
て
■

　

成
人
式
当
日
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
の

成
人
証
書
を
生
涯
学
習
課
で
保
管
し
て
い
ま

す
。
９
月
30
日
ま
で
に
受
け
取
り
に
来
て
く

だ
さ
い
。

受
取
場
所
・
問
合
せ
／
教
育
委
員
会　

生
涯

学
習
課
（
角
館
庁
舎
２
階
）

☎
（
43
）
３
３
８
３

成人証書を受け取る
澤山大輝さん。

誓いの言葉を述べる（左から）草彅祐哉さん、橋本翼さん、鈴木
翔斗さん。

司会を務めた石郷岡
美幸さん。

市民会館ロビーのあちらこちらで、友達との
再会を喜ぶ姿が見られました。
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第
96
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
出
場

熱く燃えた！ 角館高校野球部の夏

　

大
会
開
始
か
ら
連
日
、
高
校
球
児
達
の
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
甲
子
園
球
場
。

大
会
第
６
日
の
第
４
試
合
に
出
場
の
角
館
高

校
野
球
部
の
対
戦
相
手
は
、
鳥
取
県
代
表
八

頭
高
校
。

　

当
日
は
朝
か
ら
雨
が
降
り
続
き
、
あ
い
に

く
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た

が
、
現
地
甲
子
園
ス
タ
ン
ド
の
大
応
援
団
や
、

市
内
で
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
に
集

ま
っ
た
大
勢
の
市
民
が
見
守
る
中
、
い
よ
い

よ
試
合
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

先
攻
の
角
館
高
校
は
、
１
回
に
３
連
続
安

打
で
１
点
を
先
取
。
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
に
、
甲

子
園
で
の
初
得
点
「
１
」
が
記
さ
れ
、
ス
タ

ン
ド
の
応
援
団
か
ら
大
歓
声
が
わ
き
上
が
り

ま
す
。

　

試
合
は
両
校
共
に
随
所
に
好
プ
レ
ー
を
見

せ
る
、
熱
戦
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
が
、
３

回
に
同
点
、
５
回
に
逆
転
さ
れ
、
角
館
高
校

は
県
予
選
で
は
な
か
っ
た
、
追
い
か
け
る
展

開
に
な
り
ま
す
。
中
盤
、
終
盤
と
食
い
下
が

り
チ
ャ
ン
ス
を
作
り
ま
し
た
が
、
一
歩
及
ば

ず
１
対
６
と
敗
れ
、
甲
子
園
で
の
初
勝
利
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

試
合
終
了
後
、
応
援
席
か
ら
、
そ
し
て
市

内
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
会
場
か
ら
、

懸
命
な
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
た
角
館
高
校

ナ
イ
ン
の
健
闘
を
称
え
、
大
き
な
拍
手
と
惜

し
み
な
い
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

角館高校の生徒、保護者、仙北市民や各地から駆けつけた卒業生などで満員の一塁
側アルプススタンド。校歌や応援歌をスタンドに響かせ、グラウンドで戦う角館高
校ナインのピンチにもチャンスにも、最後まで声援を送り続けた。

　

第
96
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
へ
、

秋
田
県
代
表
と
し
て
初
出
場
し
た
角
館
高
校
野
球

部
は
、
大
会
第
６
日
目
の
第
４
試
合
で
、
鳥
取
県

代
表
の
八
頭
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　

地
元
の
大
き
な
期
待
に
応
え
る
よ
う
に
、
甲
子

園
の
大
舞
台
で
、
懸
命
の
プ
レ
ー
を
私
た
ち
に
見

せ
て
く
れ
た
角
館
高
校
ナ
イ
ン
。

　

試
合
は
１
対
６
と
残
念
な
が
ら
敗
れ
ま
し
た

が
、
甲
子
園
に
記
念
す
べ
き
、
大
き
な
一
歩
を
残

し
て
く
れ
ま
し
た
。

初
回
、
１
死
か
ら
２
番
長
澤
選
手
の
セ
ン
タ
ー
前
安
打
、
３
番
小
笠
原
選
手
の
ラ
イ
ト
前
安
打

で
一
、三
塁
と
し
、
４
番
千
葉
選
手
が
セ
ン
タ
ー
前
へ
適
時
打
を
放
ち
、
角
館
高
校
に
先
制
点
を

も
た
ら
し
た
。

　

広
報
せ
ん
ぼ
く
で
は
次
号
も
、
角
館
高
校

の
甲
子
園
記
事
を
お
送
り
し
ま
す
。

甲
子
園
に
刻
ん
だ
一
歩

中：北海道テレビ放
送「水曜どうでしょ
う」東北キャラバン
に大勢の人だかり。
右：川面に浮かぶ子
どもたちの灯籠。

（提供　朝日新聞社）

（提供　朝日新聞社）



　

仙
北
市
教
育
委
員
会
の
北
浦
教
育
文
化
研

究
所
が
中
心
と
な
っ
て
、
ふ
る
さ
と
の
豊
か

な
自
然
や
文
化
、
歴
史
、
偉
人
、
伝
統
工
芸

な
ど
の
資
料
を
集
大
成
し
た
冊
子
「
ふ
る
さ

と
仙
北
学
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
冊
子
は
、
児
童
生
徒
の
ふ
る
さ
と
を

愛
す
る
心
を
育
て
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
と

自
信
を
持
た
せ
る
た
め
の
教
材
と
す
る
も
の

で
、
百
十
数
ペ
ー
ジ
に
渡
り
ま
す
。

　

今
後
、
学
習
や
行
事
、
特
別
活
動
な
ど
、

様
々
な
場
面
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ふ
る
さ
と
仙
北
の
風
土
、
歴
史
な
ど
の
資
料
の
集
大
成
。

　

８
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日
間
、
宮

城
県
の
女
川
町
や
石
巻
市
な
ど
の
小
学
生
21

人
が
仙
北
市
を
訪
れ
市
内
農
家
民
宿
に
滞
在

し
、
農
山
村
体
験
、
自
然
体
験
を
通
じ
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

７
日
に
は
田
沢
湖
自
然
体
験
セ
ン
タ
ー

（
田
沢
湖
キ
ャ
ン
プ
場
）
で
地
元
の
子
ど
も

た
ち
と
石
窯
で
の
ピ
ザ
作
り
や
田
沢
湖
で
カ

ヌ
ー
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

８
月
８
日
、
田
沢
湖
・
角
館
観
光
振
興

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
た
ざ
わ
こ
芸
術
村
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。「
旅
の
楽
し
み　

～
食
と
観
光

の
深
い
関
係
～
」
と
題
し
、
佐
竹
敬
久
知
事

が
、
近
年
の
日
本
の
観
光
に
見
ら
れ
る
変
化

や
各
観
光
地
の
観
光
戦
略
な
ど
を
自
身
の
体

験
を
交
え
な
が
ら
講
演
し
ま
し
た
。
終
了
後

に
は
「
御
狩
場
焼
の
夕
べ
」
が
開
か
れ
、
飲

食
店
と
酒
造
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
御
狩
場
焼
と

御
狩
場
酒
、
御
狩
場
ビ
ー
ル
の
試
食
・
試
飲

会
を
行
い
ま
し
た
。

みんなでピザ作りづくりに挑戦。

「秋田の食のイメージは高いレベルにあると認知
されている。この良さを観光に活かす工夫が必要」
と話す佐竹知事。
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８
月
15
日
、
さ
さ
ら
舞
が
昼
の
部
、
夜
の

部
の
２
回
に
わ
た
り
、
角
館
地
区
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

角
館
の
観
光
行
事
実
行
委
員
会
の
主
催
。

昼
の
部
は
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
広
久
内
さ

さ
ら
、
白
岩
雲
巖
寺
で
白
岩
さ
さ
ら
と
堂
野

口
さ
さ
ら
が
、
夜
の
部
で
は
角
館
中
心
市
街

地
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
（
か
つ
ら
ぎ
）
で

広
久
内
さ
さ
ら
と
白
岩
さ
さ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ

勇
壮
な
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

ちいきのわだい
仙北市のできごとをおとどけ

さ
さ
ら
は
、
佐
竹
家
が
常
陸
か
ら
秋

田
に
国
替
え
に
な
っ
た
際
に
伝
わ
り
、

４
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
盆
行
事
の
一

つ
と
し
て
祖
霊
や
新
仏
供
養
、
五
穀

豊
穣
を
祈
り
ス
ラ
（
舞
う
こ
と
）
れ

て
い
ま
す
。

灯籠が灯る中で厳かに式典が行われた。

　

８
月
16
日
、
桜
並
木
駐
車
場
内
で
灯
籠
流

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
昨
年
、
角
館
ま
ち
づ
く
り
地
域
運
営
体

が
、
50
年
ぶ
り
に
お
盆
行
事
と
し
て
復
活
さ

せ
、
３
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

式
典
で
は
祭
壇
に
飾
ら
れ
た
灯
籠
に
明
か

り
が
灯
る
中
で
、
白
岩
さ
さ
ら
が
奉
納
さ
れ

た
ほ
か
、
読
経
が
響
く
中
、
参
加
者
が
焼
香

を
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
２
０
個
の
灯

籠
が
桧
木
内
川
に
運
び
込
ま
れ
、
次
々
と
川

に
流
さ
る
と
、
会
場
は
暫
し
荘
厳
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

一
回
戦
か
ら
熱
戦
が
展
開
さ
れ
る

第
９
回
仙
北
市
長
杯
争
奪
野
球
選
手
権
大
会

7月27日・8月3日
仙北市民球場　

平
成
26
年
度
第
９
回
仙
北
市
長
杯
争
奪
野

球
選
手
権
大
会
が
７
月
27
日
、
８
月
３
日
の

両
日
に
13
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
は
市
長
が｢

角
館
高
校
の
甲
子

園
初
出
場
の
お
祝
い
と
来
年
は
市
長
杯
が
10

年
の
節
目
の
大
会
に
当
た
り
、
み
ん
な
で
盛

り
上
げ
た
い｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
一
回
戦
か
ら
好
試
合
が
展
開
さ

れ
、決
勝
戦
は
、前
年
度
優
勝
の
今
光
学
チ
ー

ム
と
前
々
年
度
に
優
勝
を
し
て
い
る
田
沢
湖

Ｂ
Ｃ
チ
ー
ム
と
の
対
決
と
な
り
、
両
者
譲
ら

ぬ
投
手
戦
の
末
、
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に

し
た
田
沢
湖
Ｂ
Ｃ
チ
ー
ム
が
１
対
０
で
、
２

年
ぶ
り
３
回
目
の
優
勝
を
遂
げ
ま
し
た
。

白熱の決勝戦を制し優勝の田沢湖ＢＣチーム。

個
人
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。〈
敬
称
略
〉

最
優
秀
選
手
賞　

佐
藤
平
（
田
沢
湖
Ｂ
Ｃ
）

優
秀
選
手
賞　

門
脇
豊
（
今
光
学
）

敢
闘
賞　

加
藤
貴
大
（
田
沢
湖
Ｂ
Ｃ
）

「
ふ
る
さ
と
仙
北
学
」発
行

郷
土
を
学
ぶ
心
を
育
む

8月6日
仙北市

女
川
・
石
巻
の
小
学
生
が
交
流
を
深
め
る

秋
田
発
・
子
ど
も
ふ
る
さ
と
交
流
推
進
事
業

8月7日～9日
仙北市

新
た
な
観
光
戦
略
の
可
能
性
を
探
る

田
沢
湖
・
角
館
観
光
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム

8月8日
たざわこ芸術村

３
体
の
獅
子
が
勇
壮
に
舞
う

伝
統
芸
能　

さ
さ
ら
舞

8月15日
角館地区

生
保
内
節
に
踊
り
の
輪
が
広
が
る

第
44
回
生
保
内
節
盆
踊
り

8月20日
市役所田沢湖庁舎前　

８
月
20
日
、
田
沢
湖
庁
舎
前
駐
車
場
を
会

場
と
し
て
、
第
44
回
生
保
内
節
盆
踊
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
大
勢
の
踊
り
手
や
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
、踊
り
の
輪
を
作
り
ま
し
た
。

　

盆
踊
り
の
合
間
に
は
、
お
や
ま
囃
子
青
年

部
に
よ
る
お
囃
子
と
手
踊
り
、
石
神
稲
穂
太

鼓
、
だ
し
の
こ
園
職
員
に
よ
る
踊
り
や
生
保

内
田
植
え
踊
り
、
地
元
出
身
の
民
謡
歌
手
浅

野
沙
樹
さ
ん
の
民
謡
シ
ョ
ー
な
ど
多
彩
な
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
会
場
は
賑
わ
い

を
み
せ
ま
し
た
。

　

戊
辰
戦
争
（
１
８
６
８
年
）
を
き
っ
か
け

と
し
た
長
崎
県
大
村
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携

35
周
年
を
記
念
し
て
、
大
村
少
年
合
唱
団
が

仙
北
市
を
訪
れ
、
角
館
小
学
校
『
ド
リ
ー
ム

ハ
ー
モ
ニ
ー
』
と
音
楽
を
通
じ
た
交
流
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

角
館
小
学
校
で
行
わ
れ
た
こ
の
交
流
会
で

は
、
初
め
に
ド
リ
ー
ム
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
迫
力

あ
る
演
奏
を
披
露
し
歓
迎
し
た
後
、
小
学
５

年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の
大
村
少
年
合

唱
団
32
人
が
美
し
い
歌
声
を
会
場
い
っ
ぱ
い

に
響
か
せ
ま
し
た
。

　

西
大
村
中
学
校
２
年
の
原
冨
文
華
さ
ん
は

「
35
周
年
と
記
念
す
べ
き
年
に
こ
こ
で
公
演

で
き
た
こ
と
は
う
れ
し
い
。
こ
の
機
会
に
歴

史
的
背
景
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
こ
の
友
好
を
願
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

音
楽
で
交
流
深
め
る

大
村
少
年
合
唱
団
と
角
館
小
ド
リ
ハ
モ

8月19日
角館小学校

美しい歌声を聞かせてくれた大村少年合唱団。

ほ
の
か
な
明
か
り
が
桧
木
内
川
に
浮
か
ぶ

角
館
の
灯
籠
流
し
開
催

8月16日
桜並木駐車場

演奏に合わせて踊り手や子どもたちが会場内を周るよ
うにして踊りました。

カヌー体験を楽しむ子どもたち。
県事業「秋田発・子どもふるさと交
流推進事業」を活用し、仙北市農山
村体験推進協議会が実施しています。
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現
在
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
の
保
険
証
が
、
10
月
１
日
か
ら
新
し

く
な
り
ま
す
。
９
月
下
旬
頃
、
世
帯
主

あ
て
に
国
保
加
入
者
全
員
分
の
保
険
証

を
簡
易
書
留
に
て
郵
送
し
ま
す
。

　

保
険
証
は
、
皆
さ
ん
が
保
険
医
療
機

関
等
で
受
診
す
る
と
き
に
、
国
保
の
加

入
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
唯
一

の
証
明
書
で
す
。

　

新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、
次
の
こ

と
を
必
ず
守
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
現
在
入
院
中
あ
る
い
は
通
院
中
の
方

は
、
10
月
１
日
か
ら
新
し
い
保
険
証

を
必
ず
保
険
医
療
機
関
等
の
窓
口
へ

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
70
歳
以
上
の
方
は
、
負
担
割
合
を
表

す
証
と
し
て
『
国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
』
を
交
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
保
険
証
と
一
緒
に
保
険
医
療
機

関
等
の
窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
月
の
初
め
に
は
、
必
ず
保
険
証
を
保

険
医
療
機
関
等
の
窓
口
へ
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
も
国

保
の
資
格
は
自
動
的
に
喪
失
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
知
ら
せ
』
を
お
送
り
し
ま
す

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、
自

己
負
担
額
を
５
０
０
円
以
上
削
減
で
き

る
と
見
込
ま
れ
る
方
に
『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
知
ら
せ
』
を
お

送
り
し
ま
す
。（
８
月
・
２
月
送
付
予
定
）

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
最
初

に
作
ら
れ
た
薬
（
新
薬
：
先
発
医
薬
品
）

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
制
度

の
お
知
ら
せ

　

仙
北
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
病
気

の
早
期
発
見･

早
期
治
療
に
役
立
て
て

い
た
だ
く
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の

助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

制
度
を
活
用
し
て
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
し
、
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

※
仙
北
市
で
は
後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク

　

受
診
に
も
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
／

  《
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
》

◎
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
、
年
齢
が
当
該
年
度
で
35
歳
以
上

75
歳
未
満
（
後
期
高
齢
者
医
療
対
象

80
歳
・
88
歳
の
方
に

敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
て
い
ま
す

●
今
年
度
の
祝
金
対
象
者
／

◎
昭
和
８
年
９
月
16
日
～
昭
和
９
年
９

月
15
日
生
ま
れ
（
80
歳
）　

５
千
円

◎
大
正
14
年
９
月
16
日
～
大
正
15
年
９

月
15
日
生
ま
れ
（
88
歳
）　

１
万
円

※
仙
北
市
に
９
月
15
日
以
前
引
き
続
き
３
年

以
上
居
住
し
て
い
る
方
へ
の
贈
呈
で
す
。

※
老
人
の
日
（
９
月
15
日
）
以
降
、
対
象
者

の
お
手
元
に
お
届
け
し
ま
す
。

※
贈
呈
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
地
域
の
民
生

委
員
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
／
長
寿
支
援
課  

長
寿
い

き
が
い
係
（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）

２
２
８
１

９
月
の
巡
回
相
談
（
肢
体
）

　

秋
田
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

９
月
の
巡
回
相
談
（
肢
体
）
を
次
に
よ

り
実
施
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
日
時
／
９
月
30
日 

火  

受
付
９
時
30

分
～
11
時
30
分　

診
察
10
時
～
12
時

●
場
所
／
大
仙
市　

仙
北
ふ
れ
あ
い
文

化
セ
ン
タ
ー
（
大
仙
市
堀
見
内
字
元

田
茂
木
７-

１
）
☎
０
１
８
７
（
69
）

３
３
３
３

●
実
施
内
容
／
身
体
障
害
者
手
帳
の
診

断
・
補
装
具
の
医
学
的
判
定
お
よ
び

医
療
相
談

●
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課  

障
が
い
福
祉

係
（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）
２
２
８
８

除
排
雪
費
用
の
一
部
を
助
成

仙
北
市
高
齢
者
世
帯
等
除
雪

支
援
事
業
が
始
ま
り
ま
す

　

自
力
で
除
雪
す
る
こ
と
が
困
難
な
高

齢
者
世
帯
等
に
対
し
て
除
排
雪
等
の
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

冬
期
間
に
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

●
利
用
対
象
者
／ 

仙
北
市
に
住
所
を

有
し
現
に
居
住
し
て
い
る
市
民
税
非

課
税
世
帯
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
世
帯
（
別
居
の
親
族
等
に
よ

る
支
援
が
あ
る
場
合
は
除
き
ま
す
）

◎
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
世
帯

◎
同
居
者
全
員
が
75
歳
以
上
で
あ
る
世
帯

◎
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
２
級
保
持
者
、

要
介
護
４
、５
認
定
者
、
18
歳
未
満
の

み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
等

●
対
象
と
な
る
作
業
と
助
成
額
／

◎
玄
関
か
ら
公
道
ま
で
の
除
雪
（
平
成

26
年
12
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
）・

２
万
円

◎
住
宅
の
雪
下
ろ
し
（
市
豪
雪
対
策
本

部
が
設
置
さ
れ
た
時
に
対
象
と
な
り

ま
す
）・
１
万
５
０
０
０
円

※
助
成
額
分
の
利
用
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
費
用
が
利
用
券
の
額
を
上
回
っ
た
場
合
、

対
象
者
が
実
費
を
除
雪
業
者
に
支
払
い

し
ま
す
。

●
申
込
み
／
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
出
張

所
窓
口
に
置
い
て
あ
る
申
請
書
に
、

世
帯
全
員
分
の
『
平
成
26
年
度
市
県

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

の
に
今
回
保
険
証
が
届
い
た
方
は
、
次

の
も
の
を
持
参
の
上
、
最
寄
り
の
市
役

所
各
庁
舎
・
各
出
張
所
の
国
保
担
当
窓

口
で
、
国
保
の
資
格
を
喪
失
す
る
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／

◎
職
場
の
健
康
保
険
証
（
被
扶
養
者
含

め
加
入
者
全
員
分
）

◎
今
回
送
付
さ
れ
た
国
保
の
保
険
証

◎
印
鑑

●
問
合
せ
／
市
民
課
国
保
年
金
係
（
角

館
庁
舎
）
☎
（
43
）
３
３
１
６

者
除
く
）
の
方

◎
前
年
度
ま
で
の
国
保
税
を
完
納
さ
れ

て
い
る
方

  《
後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
》

◎
仙
北
市
に
住
所
が
あ
る
後
期
高
齢
者

医
療
の
被
保
険
者
で
、
当
該
年
度
に

国
保
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
を
受
け
て

い
な
い
方

◎
前
年
度
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方

●
助
成
金
額
／
ど
ち
ら
も
１
人

２
万
１
０
０
０
円
を
限
度
と
し
、
年

度
内
で
一
回
の
み
と
し
ま
す
。

●
受
診
医
療
機
関
／
市
立
角
館
総
合
病

院
、
市
立
田
沢
湖
病
院
、
大
曲
厚
生

医
療
セ
ン
タ
ー

※
受
診
希
望
の
方
は
、
直
接
医
療
機
関
へ
予

約
を
し
て
か
ら
助
成
金
の
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
窓
口
で
受
診
日
の
確
認

を
し
ま
す
。

●
受
付
期
限
／
平
成
27
年
３
月
31
日

●
持
参
す
る
も
の
／
国
民
健
康
保
険
証

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
、
印
鑑

●
受
付
場
所
／
仙
北
市
役
所
各
庁
舎
・

各
出
張
所
の
国
保
担
当
窓
口

※
申
請
を
し
な
い
で
受
診
し
、
費
用
を
全
額

支
払
っ
た
場
合
で
も
、
年
度
内
に
申
請
す

れ
ば
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

印
鑑
・
領
収
書
・
金
融
機
関
の
通
帳
を

持
参
し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
民
課
国
保
年
金
係
（
角

館
庁
舎
）
☎
（
43
）
３
３
１
６

の
特
許
が
切
れ
て
か
ら
同
等
の
有
効
成

分
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
安
価
な
薬
で
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替

え
に
あ
た
っ
て
は
、
主
治
医
や
薬
剤
師

に
十
分
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
民
課
国
保
年
金
係
（
角

館
庁
舎
）
☎
（
43
）
３
３
１
６

国
保
加
入
の
皆
さ
ん
へ

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

民
税
非
課
税
証
明
書
』
を
添
付
し
て

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
の
時
期
／
９
月
１
日 

月  

～

●
支
援
の
流
れ
／

①
市
に
申
し
込
み 

→
市
で
審
査
→ 

決
定

→ 

利
用
券
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

②
対
象
者
が
市
に
登
録
し
た
除
雪
業
者

に
除
排
雪
を
依
頼 

→
除
雪
作
業
→
除

雪
業
者
に
利
用
券
で
支
払
い
。（
登
録

業
者
の
一
覧
は
、
利
用
決
定
通
知
と
一
緒

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

●
問
合
せ
／
長
寿
支
援
課  

長
寿
い

き
が
い
係
（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）

２
２
８
１

市
内
各
地
で
目
撃
情
報

熊
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

市
内
各
地
よ
り
熊
の
目
撃
情
報
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
早
朝
や
夜
間
の
外

出
、
登
下
校
、
農
作
業
の
際
は
十
分
ご

注
意
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
熊
出
没
等
に
関
す
る
連
絡
先
／
農
山

村
活
性
課 

農
林
整
備
係
（
西
木
庁
舎
）

☎
（
43
）
２
２
０
７

普
段
か
ら
台
風
に

備
え
て
い
ま
す
か
？

　

台
風
は
、
事
前
に
来
る
こ
と
が
予
想

で
き
る
災
害
で
す
。
台
風
が
接
近
し
て

か
ら
の
対
応
で
被
害
に
遭
わ
れ
る
方
も

多
く
い
ま
す
。
台
風
が
近
づ
い
て
い
る

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
り
聞
い
た
り

し
た
ら
、
出
来
る
準
備
を
し
っ
か
り
整

え
、
危
険
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

外
出
は
控
え
る
！

　

台
風
が
接
近
し
て
い
る
間
は
、
大
雨
や

強
風
に
よ
る
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
よ
う
に
、
な
る
べ
く
外
に
出
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
！
特
に
夜
間
は
外

出
を
控
え
ま
し
ょ
う
！

危
険
な
土
地
で
は

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
！ 

　

集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
っ
て
が
け
地
や
傾

斜
地
で
は
山
崩
れ
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
樹
木
の
少
な
い
山
間
部

で
は
、
土
石
流
の
危
険
を
は
ら
ん
で
い

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

避
難
勧
告
に
従
い
ま
し
ょ
う
！

　

避
難
勧
告
が
発
令
に
な
っ
た
ら
、
速
や

か
に
最
寄
り
の
避
難
場
所
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。
避
難
す
る
際
に
は
、
火

の
元
、
ガ
ス
の
元
栓
、
電
気
の
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
し
、
戸
締
ま
り
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
／
総
合
防
災
課
（
田
沢
湖
庁

舎
）
☎
（
43
）
１
１
１
５

　

角
館
消
防
署　

 

☎
（
54
）
２
３
０
２

●総務課　☎43-1111
　　ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

　　ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　☎43-3309
●田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　☎43-1351　
●神代出張所（サポートセンター）　☎43-1352
●西木地域センター（サポートセンター）　☎43-2200
●桧木内出張所（サポートセンター）　☎48-2001　
●上桧木内出張所（サポートセンター）　☎49-2159
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　市内５か所の保育園に子育て支援センターがありま

す。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援

する基盤づくりのため、次のような活動を行っています。

【育児不安等についての相談指導】

　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関し

て相談を受け付けています。一人で悩まず、小さなこ

とでもお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の 9：00 ～ 17：00。手紙・
FAX 等はいつでも】

【子育てサークル等への支援】

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場

を提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある

方はぜひご連絡ください。

【集いの広場の開設】

　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広

場を開いています。保育園に入園していないお子さん

と、お母さん、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんなど、

どなたでも参加できます。
　準備の都合上、参加される方は前日まで各保育園へご

連絡ください。

※持ち物等は各保育園にご確認ください。

子育て支援センター情報
9月の

９月　おやこ交流広場

　子ども同士のふれあいやお母さん方の交流のため、

健康管理センターのホールを開放します。お子さんを

自由に遊ばせる広場としてお使いください。

●開放日／ 1日月、8日月、16日火、22日月、29日月

●時間／ 9：30 ～ 11：30
●問合せ／仙北市保健課　☎ 55 -1112　

☎ 53-2918　FAX 53-2919

　3 日水／お散歩に行こう（お祭り散歩）

17 日水／身体を動かして元気に遊ぼう

※帽子を持ってきてください。

時間／ 10：00 ～ 11：30

いちごルーム（角館保育園内）
☎ 47-2525　FAX 47-2323

　4 日木／健康チェック～保健師さんが来ます～

　　　　　シャボン玉で遊ぼう

18 日木／園庭で遊ぼう

25 日木／お散歩に行こう

※持ち物などは、参加申込みの際にお伝えします。

時間／ 9：30 ～ 11：30

なかよしルーム（にこにこ保育園内）

☎ 48-2345　FAX 48-2525

27 日土／ふれあい運動会　9:00 ～

（保育園、園庭で行います。賞品もあります。お家

の方と一緒に参加しましょう !!）

★月～金曜日、9 時 30 分から 11 時 30 分まで

随時、園を開放しています。

お子さんと同年齢のクラスの子どもたちと、一緒

に遊ぶことも可能です。

さくらんぼルーム（ひのきない保育園内）

☎ 44-2502　FAX 44-2931

　2 日火／お母さん先生になろう！

　　　　　（同年齢のクラスに入って遊びます）

　9 日 火 ／ぐるぐる ぺたぺた絵の具であそぼ！

　　　　　身体計測　

27 日 土 ／がんばれ！運動会（こども園の運動会

　　　　　に一緒に参加しましょう）

※持ち物などは、おたよりや会の中でお伝えします。

時間／ 9：30 ～ 11：30

わかばルーム（神代保育園内）

☎ 43-1025　FAX43-3256

　3 日水／園庭であそぼう！

10 日水／虫かごを作って虫さがしをしよう！

17 日水／体を動かしてあそぼう！身体計測

27 日土／だしのこ園親子運動会

※だしっこルームの子ども達が参加する競技もあります

ので、どうぞご参加ください。

時間／ 9：30 ～ 11：30

だしっこルーム（生保内保育園内）

★わくわく広場（親子で楽しめるイベント＆講座）

17日 水  10：30 ～ 11：30

「ベビーマッサージ　無料体験講座！」 
定員 親子 10 組　 要事前申込 9 月 12 日金 締め切り

講師をお招きし、2 か月から 1 歳くらいのお子さんを

対象としたベビーマッサージ講座を開催します！やっ

てみたかったけど・・・というママ！無料で体験でき

るこの機会に、ぜひご参加ください！
※持ち物…バスタオル、おむつ等のお出かけセット、ご家庭

で使用しているあれば、ベビーオイル（なければいりません）

※ベビーマッサージ対象外のご兄姉がいらっしゃる方は、講

座中に託児（無料）しますので、申込み時にお知らせくだ

さい。

※申込み状況により、開催時間が変更になることもあります。

※都合により、先月の広報で予告した日にちとは変更となっ

ています。

【10月の予定】

★うきうき広場　1 日水　伝承遊びを楽しもう

★わくわく広場　16 日木　秋の味覚狩り

詳細は来月 1 日発行の広報 10 月号に掲載されます。

こちらもお楽しみに！

【問合せ】

子育てサポート「はっぴい・マム」

☎ 080-1663-4494（運営受託者）
★ Facebook ページもご覧ください。
　www.facebook.com/happy.mamu
　イベントへの参加申込みはこちらからも可能です。

※お車でお越しの際は、さくラッコ隣（4 台）、または情報セ

ンターをご利用ください。

仙北市子育て支援施設「さくラッコ」
　入園前のお子さんのいる

ママ、育児で悩んでいるマ

マ、引っ越してきたばかり

で知らないことばかり…と

不安なママ。もちろん、パ

パやおじいちゃん、おばあ

ちゃんもどうぞ一緒に遊び

に来てくださいね。

　子どもが大好きなサポー

ターが、おもちゃを準備し

てお待ちしています！

【9月の開放日】（毎週水・木・土曜日 10：00 ～ 15：00）

★はっぴいルーム
　水曜日　3 日・10 日・17 日

　木曜日　4 日・11 日・18 日

　土曜日　6 日・13 日・20 日・27 日

【9月のイベント】

★うきうき広場（ミニイベント＆お誕生会）

3日 水  10：30 ～ 11：30

「白玉だんごを作ってみよう！」
今年の中秋の名月は 9 月 8 日。みんなで白玉だんごを

作って、ひと足お先にお月見気分を味わい、9 月生ま

れのお友達のお祝いもしましょう。
※持ち物…エプロン、おてふき

9月　子どもカレンダー

乳幼児健診

日 健診名 対象者

4 日 木 4 か月児 H26 年 4 月生

11 日 木 10 か月児 H25 年 10 月生

18 日 木 1 歳 6 か月児 H25 年 2 月生

19 日 金 2 歳児歯科 H24 年 2 月生

25 日 木 3 歳児 H23 年 2 月生

乳児食育教室
「もぐもぐランド」

日 相談名 対象者

24 日 水 7 か月児 H26 年 2 月生

1 歳 3 か月児
健康相談

日 相談名 対象者

24 日 水 1 歳 3 か月児 H25 年 6 月生

母子健康
手帳交付

日 受付時間

2 日 火

13：00 ～ 13：30
8 日 月

16 日 火

26 日 金

会場  健康管理センター（角館）

問合せ  仙北市保健課  ☎ 55-1112

子育て

子育て
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図書館
　情報局

９ 月の 休 館日　

田沢湖図書館　☎ 43-1307
　1日 月 、8 日 月 、15日 月・祝 、16日 火・振替 、22日 月 、23日 火・祝 、29日 月

学習資料館　☎ 43-3333
　1日 月 、8 日 月 、15日 月・祝 、16日 火・振替 、22日 月 、29日 月 、30日 火・月末
　※ 9月23日 火・祝 は特別に開館します。

イベント交流館（新潮社記念文学館）　☎ 43-3333
　1日 月 、8 日 月 、22日 月 、29・30日 月・火・展示替（10 月 3 日まで）

新潮社から寄贈された図書を紹介します
「やまいだれの歌」西村賢太／「臨界」徳本栄一郎／「アラスカへ行

きたい」石塚元太良、井出幸亮／「「十二国記」画集（第一集）久遠

の庭」山田章博／「徘徊タクシー」坂口恭平／「生誕１０１年「カ

ミュ」に学ぶ本当の正義－名作映画でたどるノーベル賞作家４６年の

生涯－」石光勝／「小林秀雄とその紛争の時－『ドストエフスキイの

文学』の空白－」山城むつみ／「保存版　僕が家族に作りたい　毎日

の家ごはん」コウケンテツ／「メタモルフォシス」羽田圭介／「すえ

ずえ」畠中恵／「いま生きる「資本論」」佐藤優／「よい旅を」ウィ

レム・ユーケス、長山さき（訳）／「親の「その一言」がわが子の将

来を決める　幼・小学生篇－学歴どまりの残念な子か、学びが目立に

つながる子か－」マデリーン・レヴィン、片山奈緒美（訳）／「親の「そ

の一言」がわが子の将来を決める　中・高校生篇－学歴どまりの残念

な子か、学びが目立につながる子か－」マデリーン・レヴィン、片山

奈緒美（訳）／「ひねくれ古典『列子』を読む」円満字二郎／「山本

周五郎長篇小説全集　第十七巻　天地静大（上）」山本周五郎／「山

本周五郎長篇小説全集　第十八巻　天地静大（下）」山本周五郎／「非

写真」高橋克彦／「ライオット・パーティーへようこそ」水沢秋生／

「悟浄出立」万城目学／「忘却のレーテ」法条遥／「サイレントステッ

プ」本城雅人／「日本の聖域－この国を蝕むタブー－」「選択」編集

部（編）／「「地震予知」の幻想－地震学者たちが語る反省と限界－」

黒沢大陸／「猟師の肉は腐らない」小泉武夫　

【新潮新書】「余計な一言」齋藤孝／「知の訓練－日本にとって政治と

は何か－」原武史／「凶悪犯罪者こそ更生します」岡本茂樹／「領土

喪失の悪夢－尖閣・沖縄を売り渡すのは誰か－」小川聡、大木聖馬
　　　　　　　　●新潮社文庫新刊も多数寄贈されています。

　　　　　　　　　このほか、たくさんの新着図書が入ってきています。

『おもしろくて楽しくてためになる
コレクションの本』特集

　あつーい夏ともお別れして秋がやってきます！これか
らだんだん過ごしやすくなってきますね！まさに季節の
変わり目ですが、みなさん、体調はいかがですか。ちょっ
と疲れ気味という方のためにリラックスして読める本を
特集しました。
　ディズニーグッズ、仮面ライダーやウルトラマングッ
ズ、テディベア、おもちゃ、本の付録など、大人も子ど
もも思わず手にしたくなるコレクションの本がいっぱい
です。親子でも楽しめちゃいますよ。

『ふるさとの本』
　町の歩み　先人の偉業　ふるさとの山や自然・・・
　懐かしさと驚きと、もう一度『ふるさと』を振り返っ
てみませんか。（貸出できない貴重な本も一部あります。）『ジブリの世界ふたたび』

～今夏公開の新作『思い出のマーニー』を記念して！～

みんなの心に
　いつもよみがえる
　　ジブリの世界

ときに楽しく
　ときに哀しく
　　何度でも見たくなる
　　　ジブリの名作

田沢湖図書館からお知らせ

学習資料館からお知らせ

生
涯
学
習

学び・ふれあい・心豊かに

公
民
館
講
座
情
報

　

次
の
公
民
館
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄
り
の
公

民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

基
礎
か
ら
学
ぶ

『
お
も
て
な
し
の
英
会
話
』

　

観
光
地
で
あ
る
仙
北
市
に
は
、
世
界
各

国
か
ら
た
く
さ
ん
の
観
光
客
が
訪
れ
ま

す
。
道
を
尋
ね
ら
れ
た
時
な
ど
簡
単
な
英

会
話
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

お
も
て
な
し
の
心
を
持
っ
て
外
国
人

と
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
開
催
日　

①
９
月
10
日　

②
９
月
24

日　

③
10
月
８
日　

④
10
月
22
日　

⑤
11
月
５
日　

⑥
11
月
19
日　

⑦
12

月
10
日　

⑧
12
月
17
日　

⑨
１
月
14

日　

⑩
１
月
28
日

　
（
毎
月
２
回
、
計
10
回
）

●
時
間　

19
時
～
20
時
（
予
定
）

●
会
場　

田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

『
談
話
室
』

●
対
象　

仙
北
市
民

●
定
員　

20
人

●
受
講
料　

無
料

●
講
師　

佐
藤 

智
恵
子 

氏

●
受
付
期
間　

９
月
１
日
～
10
日

　

平
日
８
時
30
分
～
17
時

生
涯
学
習
活
動
紹
介

『
写
経
教
室
』【
西
木
公
民
館
】

　

西
木
公
民
館
で

は
『
般
若
心
経
』

写
経
教
室
を
８
月

４
日
か
ら
毎
週
月

曜
日
に
開
催
し
、

講
師
の
酒
井
泉
先

生
か
ら
写
経
の
心

得
や
書
き
方
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

写
経
を
す
る
こ
と
で
指
先
を
使
い
脳
の

活
性
化
、
集
中
力
と
忍
耐
力
が
身
に
つ

く
、
字
が
上
手
に
な
る
、
心
と
体
が
落

ち
着
く
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
写

経
を
通
じ
て
無
心
に
な
り
、
心
身
共
に

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

随
時
、
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時　

毎
週
月
曜
日　

９
時
～

11
時

●
会
場　

西
木
公
民
館
『
和
室
』

●
受
講
料　

無
料

●
問
合
せ　

西
木
公
民
館

生涯学習課 ☎ 43-3383　田沢湖公民館 ☎ 43-1061　角館公民館 ☎ 54-1110　西木公民館 ☎ 47-3100

　

生
涯
学
習
課
で
は
生
涯
学
習
人
材
バ

ン
ク
に
登
録
し
、
趣
味
や
特
技
な
ど
生

涯
学
習
に
関
す
る
得
意
分
野
を
活
か
し
、

学
び
た
い
人
の
講
師
や
指
導
者
と
し
て

仙
北
市
の
生
涯
学
習
活
動
活
性
化
を
図

る
た
め
協
力
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

趣
味
や
特
技
を
み
ん
な
に
広
め
た
い
、

活
動
の
仲
間
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て

い
る
方
は
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
併
せ
て
生
涯
学
習
人
材
バ
ン

ク
の
利
用
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
生

涯
学
習
・
サ
ー
ク
ル
活
動
を
始
め
て
み

た
い
が
、「
講
師
の
先
生
な
ど
が
分
か
ら

な
い
」、「
市
内
で
ど
ん
な
サ
ー
ク
ル
活

動
が
あ
る
か
知
り
た
い
」
と
い
う
方
は

仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
市
民
情
報
に

あ
る
『
仙
北
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
』

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
い
こ
と

を
知
り
た
い
方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
登
録
方
法　

生
涯
学
習
課
に
設
置
し

て
あ
る
登
録
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在

36
人
の
方
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
登
録
と

利
用
者
の
募
集
に
つ
い
て

今年は角館町出身の日本画家・平福穂庵（ひらふく
すいあん）の生誕 170 年の年にあたります。それを
記念して、穂庵の作品展を 8 月 30 日から開催して
います。写実的な表現で見事な作品を次々に発表し
た穂庵。ぜひ、この機会に穂庵の見応えのある作品
をご鑑賞ください。

第 29 回国民文化祭・あきた 2014 応援事業

生誕 170 年 平福穂庵展

入館料　一般（高校生以上）300 円
　　　　中学生以下 　　 200 円
※仙北市民は無料（市民だと確認できるものを提示）

問合せ　平福記念美術館　☎54-3888

開催中 　9月 25日 木 まで　会期中無休

開館時間    午前 9 時～午後 5 時    入館は午後 4 時 30 分まで

角館町平福記念美術館
「梧桐橿鳥」（部分）
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孤
立
を
防
ぐ

　
～
ひ
と
り
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
た
め
に
～

を
考
え
る

い
の
ち
の
絆

　

平
成
25
年
、
全
国
で
２
万
７
２
８
３
人
の

方
が
自
ら
の
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。
家
族
・

親
せ
き
・
友
人
な
ど
ま
わ
り
の
方
た
ち
は
、

そ
の
突
然
の
死
に
辛
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

自
殺
の
要
因
に
『
う
つ
病
』
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、『
う
つ
病
』
に
い
た
る
原
因
の

ほ
と
ん
ど
は
人
間
関
係
が
大
き
く
、
そ
の
ほ

か
に
経
済
や
病
気
の
悩
み
、
暴
力
、
依
存
症

な
ど
様
々
な
要
因
が
絡
ん
で
い
ま
す
。

　

身
近
に
い
る
人
や
行
政
が
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
の
『
生
き
る
力
』『
生
き
る
気
持
ち
』

を
取
り
戻
す
た
め
の
心
の
問
題
に
寄
り
添
う

支
援
が
必
要
で
す
。
心
の
健
康
づ
く
り
・
自

殺
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。

　

自
殺
予
防
に
大
切
な
の
は
、
自
ら
死
を
選

ん
で
し
ま
っ
た
方
や
そ
れ
を
防
げ
な
か
っ
た

方
を
責
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
地
域
み
ん
な

で
心
の
悩
み
の
原
因
に
つ
い
て
理
解
し
、『
気

づ
き
』『
声
か
け
』『
支
え
あ
う
』
こ
と
で
生

き
る
こ
と
に
希
望
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。

　

国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０
１
４
の

開
幕
ま
で
あ
と
１
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

秋
田
ゆ
か
り
の
映
画
祭
開
催
に
向
け
て
、

準
備
も
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
秋
田
市
、

県
北
、
県
南
の
３
会
場
で
上
映
会
が
行
わ

れ
ま
す
。
県
南
会
場
は
仙
北
市
の
角
館

高
等
学
校
体
育
館
で
、
10
月
18
日
（
土
）、

19
日
（
日
）
の
２
日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。

１
日
に
２
本
の
映
画
を
上
映
し
、
ゲ
ス
ト

を
招
い
て
の
シ
ネ
マ
ト
ー
ク
も
あ
り
ま

す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
広
報
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

秋
田
公
立
美
術
大
学
の
学
生
に
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
た
だ
い
た
、
ポ
ス
タ
ー
と
チ

ラ
シ
も
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
授
業
の
一

貫
と
し
て
、
学
生
30
名
が
そ
れ
ぞ
れ
デ
ザ

イ
ン
し
、
大
学
内
で
４
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
映
画
祭
実
行
委
員
が
最
終
選

考
を
行
い
、
２
作
品
に
決
定
し
ま
し
た
。

美
術
大
学
生
の
若
い
感
性
で
映
画
祭
の

雰
囲
気
が
上
手
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
各
所
に
掲
示
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
見
か
け
の
際
は
、
ぜ
ひ
注

目
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

入
場
券
は
、
１
日
通
し
券
で
前
売
り

９
０
０
円
、
当
日
１
０
０
０
円
、
高
校

生
以
下
５
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入
場
券
の
販
売
お
よ
び
お
問
い
合
わ
せ

は
、
秋
田
ゆ
か
り
の
映
画
祭
実
行
委
員

会
（
☎
０
１
８-

８
８
８-

１
８
８
７
）、

か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

事
務
局
（
仙
北
市
観
光
課
内
☎
（
43
）

３
３
５
２
）、秋
田
魁
新
報
角
館
支
局
（
☎

（
54
）
２
３
４
５
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

かくのだてフィルムコミッション（仙北市観光課内）　☎ 43-3352　http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーション
　　　　だより

Kakunodate Film Commission

　

閉
会
式
一
般
入
場
者
と
、
フ
ィ
ナ
ー
レ

イ
ベ
ン
ト
で
の
『
刈
和
野
の
大
綱
引
き
』

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加
は

無
料
で
す
。

●
期
日
／
11
月
３
日 

月
・
祝

●
会
場
／

　

◎
閉
会
式
：
秋
田
県
民
会
館

　

◎
フ
ィ
ナ
ー
レ
イ
ベ
ン
ト
：
広
小
路
の

　
　

特
設
会
場

●
閉
会
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
／

　

◎
プ
ロ
ロ
ー
グ『
大
日
堂
舞
楽
』（
鹿
角
市
）

　

◎
閉
会
式
典

　

◎
閉
会
式
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス 

　
　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
未
来
へ
の
架
け
橋
』

●
募
集
人
数
／

　

◎
閉
会
式
：
７
０
０
人

　

◎
フ
ィ
ナ
ー
レ
イ
ベ
ン
ト
：
４
０
０
人

●
申
込
締
切
／
９
月
16
日 

火

●
応
募
方
法
／
ハ
ガ
キ
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
秋
田
県
国
民
文
化
祭
推
進
局

　

☎
０
１
８-

８
６
０-

１
５
５
８

　

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 http://com
m

on.pref.akita.lg.jp/
kokubunsai2014/

第２９回国民文化祭・あきた２０１４

『
第
30
回
国
民
文
化
祭
か
ご
し
ま

２
０
１
５
』
出
演
団
体
の
第
１
次
推

薦
意
向
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

●
テ
ー
マ
／
『
本
物
。
鹿
児
島
県　

～
文

化
維
新
は
黒
潮
に
乗
っ
て
～
』

●
会
期
／
平
成
27
年
10
月
31
日 
土
～
11
月

15
日 

日　

16
日
間

●
推
薦
書
の
入
手
・
実
施
事
業
等
に
つ
い

て
／
秋
田
県
国
民
文
化
祭
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://com
m

on.pref.akita.lg.jp/
kokubunsai2014/

●
推
薦
書
の
提
出
・
問
合
せ
／

　

秋
田
県
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
国
民
文

化
祭
推
進
局 

市
町
村
事
業
支
援
班

　

☎
０
１
８-

８
６
０-

１
５
５
１

　

FAX
０
１
８-

８
６
０-

３
８
８
０

フ
ィ
ナ
ー
レ
イ
ベ
ン
ト
・
閉
会
式

入
場
者
大
募
集
！

※
前
号
の
『
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
よ
り
』

の
中
で
、
出
演
し
た
お
子
さ
ん
の
名
前

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、

『
三
浦
璃
音
（
り
お
）』
ち
ゃ
ん
で
す
。

９月１０日『世界自殺予防デー』

９月１０日～１６日『自殺予防週間』
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傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
え
く
ぼ
の
会
を
立
ち
上
げ
た
理
由

小
松
：
実
は
、
発
達
障
が
い
の
息
子
が
い
ま
し
て
子

育
て
に
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
20
数
年
前
は
、
発
達

障
が
い
と
い
う
診
断
は
な
く
、
周
囲
と
は
ど
こ
か

違
う
な
と
思
っ
て
育
て
て
い
た
ん
で
す
。
相
談
に

行
く
と
子
育
て
が
悪
い
、
お
母
さ
ん
自
身
の
接
し

方
が
悪
い
み
た
い
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
ん
で
す
ね
。

相
談
に
行
く
た
び
に
言
わ
れ
る
も
の
だ
か
ら
、
自

分
を
責
め
、
追
い
詰
め
て
生
き
て
い
け
な
く
な
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
と
同
じ
よ
う
な
思

※
１　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
生
活
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ロ
ン
理
事
・
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
全
国
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
。
釧
路

市
生
ま
れ
。
北
海
道
大
学
教
育
学
部
卒
。

２
０
１
１
年
日
経
ウ
ー
マ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
『
リ
ー
ダ
ー
部
門
』
受
賞
。
長
女
の

障
が
い
を
き
っ
か
け
に
親
の
会
活
動
に
出
会

い
、
２
０
０
０
年
に
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
生

活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ロ
ン
』
を
立
ち
上

げ
、
地
域
課
題
に
市
民
が
主
役
と
な
っ
て
取

り
組
む
場
づ
く
り
を
通
じ
て
、
子
ど
も
家
庭

支
援
、
障
が
い
児
者
の
支
援
、
就
労
困
難
な

若
者
の
居
場
所
な
ど
事
業
の
企
画
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
し
て
実
践
を
積
ん
で
き
ま

し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
『
関
係
性
』
を
大
切
に

し
た
『
北
海
道
か
ら
地
域
づ
く
り
を
創
造
・

発
信
す
る　

場
づ
く
り
師
』
と
し
て
全
国
の

生
活
当
事
者
の
応
援
を
し
て
い
ま
す
。

※
２　
『
一
人
に
し
な
い
』『
社
会
か
ら
切
り
離

さ
な
い
』
こ
と
を
目
指
し
て
、
電
話
相
談
を

行
っ
て
い
る
法
人
で
す
。　

※
３　

秋
田
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
准
教

授
：
秋
田
県
を
は
じ
め
全
国
の
自
殺
予
防
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

心に溜まったことや、気になること、辛いことなどの相談先

◆会って相談／こころの相談　月４回（火曜日、水曜日）臨床心理士が相談を受けます。

　　　　　　　えくぼの会　　月１回（第３水曜日）

　　　　　　　　　　　　　　傾聴ボランティアえくぼの会会員が相談を受けます。

　　　　　　　連絡・問合せ先　仙北市保健課　☎ 55-1112

◆電話で相談／よりそいホットライン　☎ 0120-279-338（フリーダイヤル）

　　　　　　　秋田いのちの電話　　　☎ 018-865-4343

ひ
と
り
で
悩
み
を

か
か
え
こ
ま
な
い
で
！

　

悩
み
は
、
抱
え
込
ま
ず
に
誰
か
に
話

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
身
近
に
話

す
こ
と
が
で
き
な
い
時
は
、
地
域
の
中

の
人
や
、
電
話
で
相
談
を
受
け
て
い
る

と
こ
ろ
に
話
を
聴
い
て
く
れ
る
人
は
い

ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
る
と
、
マ
イ
ナ

ス
の
気
持
ち
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
身
動

き
が
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

た
と
え
直
接
的
な
解
決
に
な
ら
な
く
て

も
、
話
を
聴
い
て
も
ら
う
と
、
気
持
ち

が
楽
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

『
孤
立
を
防
ぐ
～
ひ
と
り
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
た
め
に
』
を
考
え
る

　

７
月
29
日
火
、『
心
の
居
場
所
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
』の
講
師
と
し
て
当
市
を
訪
れ
て
い
た
日
置
真
世
氏
（
※
１
）
と
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
※
２
）
メ
ン
バ
ー
、

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
え
く
ぼ
の
会
小
松
龍
子
会
長
と
会
員
、
保
健
課
の
保
健
師
が
『
孤
立
を
防
ぐ
』
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

NPO 法人地域生活支援ネットワーク
サロン理事　日置 真世 氏

傾聴ボランテイアえくぼの会
会長　小松 龍子 氏

い
で
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
人
に
寄
り
添
い
た
い

と
思
っ
て
、
市
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

を
受
け
て
、
形
は
違
っ
て
も
同
じ
思
い
の
人
達
と

話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
、
え
く
ぼ
の
会
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

日
置
：
話
し
合
う
、
お
し
ゃ
べ
り
っ
て
大
切
で
す
ね
。

障
が
い
児
の
親
の
会
も
初
め
は
、
夫
の
く
ど
き
か

ら
で
す
ね
。最
初
は
、そ
こ
か
ら
盛
り
上
が
り
ま
す
。

講
義
の
中
で
も
、
初
め
は
シ
ー
ン
と
し
て
い
て
大

丈
夫
か
な
と
思
い
ま
し
た
け
ど
、
話
し
始
め
た
ら

場
の
雰
囲
気
が
よ
く
な
り
ま
し
た
ね
。

相
談
を
受
け
て
い
て
感
じ
る
こ
と

小
松
：
話
を
し
て
も
ら
う
事
っ
て
と
っ
て
も
難
し
い

で
す
ね
。
な
か
な
か
、
話
を
切
り
出
せ
な
い
の
は

秋
田
県
の
地
域
性
と
い
う
も
の
も
あ
る
よ
う
で
す
。

弱
み
を
見
せ
た
く
な
い
と
い
う
か
。

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
メ
ン
バ
ー
：
メ
ン
バ
ー
と
の

話
し
の
中
で
「
東
北
人
は
本
音
が
出
る
ま
で
時
間
が

か
か
る
よ
ね
」
と
言
う
話
が
で
ま
し
た
。
先
日
、佐
々

木
久
長
先
生
（
※
３
）
の
講
座
の
中
で
、
秋
田
県
人

は
「
寂
し
い
か
ら
話
を
聴
い
て
く
れ
な
い
？
」
と
い

う
一
言
を
伝
え
る
の
が
苦
手
だ
と
言
う
事
を
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
言
が
出
せ
れ
ば
、
か
な
り
の

悩
み
が
解
決
の
方
向
へ
向
か
う
と
思
い
ま
す
ね
。

小
松
：
ほ
ん
と
に
ギ
リ
ギ
リ
な
る
ま
で
言
え
な
い
人

が
い
ま
す
ね
。
大
変
に
な
っ
て
か
ら
電
話
を
か
け

て
よ
こ
し
て
、
支
障
の
な
い
程
度
の
内
容
を
話
す

の
で
す
が
、
話
し
を
聴
い
て
い
る
中
で
心
に
ひ
っ

か
か
っ
た
こ
と
を
「
何
し
た
？
」
と
尋
ね
て
も
ら

う
の
を
待
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も
、

自
分
か
ら
言
え
な
い
人
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

そ
の
ひ
っ
か
か
り
を
担
当
保
健
師
に
助
け
を
求
め

て
支
援
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

相
談
を
受
け
る
姿
勢

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
メ
ン
バ
ー
：
相
談
業
務
を

し
て
い
て
、
気
づ
く
と
、
受
け
る
側
が
主
役
を
取
っ

て
し
ま
っ
て
、
自
分
の
出
番
づ
く
り
を
し
て
い
る
場

面
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
す
ぽ
っ
と
落
ち
て
し
ま
う

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
り
立
た
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
専
門
性
の
高
い
人
な
ん
か
が

陥
り
や
す
く
て
、
い
ざ
、
自
分
の
技
能
発
表
の
よ
う

に
な
り
、「
あ
～
自
分
が
主
役
に
シ
フ
ト
し
て
い
る

な
」
っ
て
い
う
場
面
が
見
受
け
ら
れ
る
な
あ
っ
て
思

い
ま
す
ね
。
専
門
職
は
頑
張
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。

小
松
：
自
分
が
気
づ
い
て
い
る
と
き
に
ア
ド
バ
イ
ス

さ
れ
る
と
「
あ
っ
、
そ
う
か
」
と
思
え
る
け
ど
、

自
分
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
て

も
、
相
談
し
た
と
き
以
上
の
壁
が
で
き
て
し
ま
っ

て
、
そ
の
繰
り
返
し
で
追
い
詰
め
ら
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
置
：
相
談
の
姿
勢
と
し
て
、
専
門
的
に
な
に
か
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
、
支
援
者
と
し
て
振

る
舞
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か
、
責
任
感
み
た

い
な
も
の
が
今
ま
で
の
支
援
の
常
識
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。
会
長
さ
ん

の
思
い
と
し
て
は
、
支
援
者
が
「
こ
う
し
た
ら
、

あ
あ
し
た
ら
と
」
と
い
う
提
案
し
て
も
、
な
か
な

か
聞
き
入
れ
て
く
れ
な
い
こ
と
を
経
験
さ
れ
て
い

る
か
ら
こ
そ
、
提
案
す
る
の
が
ベ
ス
ト
で
は
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
発
想
で
す
ね
。
提
案
す
る

と
い
う
の
は
、
あ
る
程
度
気
づ
い
て
い
る
と
き
に

は
、
初
め
て
理
解
で
き
る
こ
と
な
の
で
す
。

小
松
：
こ
う
し
た
い
ん
だ
と
本
人
の
口
か
ら
出
た
時

に
は
、
次
の
方
向
性
に
つ
な
い
で
い
け
る
の
だ
け

れ
ど
、
そ
の
声
が
出
る
ま
で
は
、
黙
っ
て
聴
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

日
置
：
経
験
に
基
づ
い
て
相
談
を
受
け
る
と
、
習
わ
な

く
て
も
わ
か
る
と
い
う
よ
う
な
強
み
が
あ
り
ま
す
ね
。

小
松
：
相
談
の
沈
黙
３
分
と
か
５
分
と
か
す
ご
く
大

事
な
ん
で
す
。
相
談
を
受
け
る
側
は
す
ご
く
長
い

け
れ
ど
、
迷
っ
て
し
ゃ
べ
れ
な
い
で
い
る
と
き
に

「
だ
け
ど
」
と
か
言
わ
な
い
で
そ
ば
で
黙
っ
て
い
て

も
ら
う
と
あ
り
が
た
い
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
の
で
、

そ
の
時
間
っ
て
大
事
に
し
た
い
な
っ
て
思
い
ま
す
。

相
談
を
受
け
る
側
で
質
問
す
る
こ
と
っ
て
、
相
談

に
来
た
人
が
言
い
た
い
こ
と
で
は
な
く
て
受
け
る

側
が
知
り
た
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
受
け
る

側
が
知
り
た
い
こ
と
は
、
相
手
が
話
し
た
い
こ
と

じ
ゃ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
置
：
聞
き
た
い
こ
と
と
言
い
た
い
こ
と
の
線
引
き

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
聴
き
た

い
こ
と
は
「
こ
う
で
こ
う
だ
か
ら
聴
き
た
い
ん
で

す
け
ど
」
と
一
言
伝
え
て
、
答
え
る
権
利
は
あ
な

た
に
あ
る
か
ら
答
え
て
も
答
え
な
く
て
も
よ
い
と

い
う
や
り
と
り
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

小
松
： 

つ
い
つ
い
聞
き
だ
し
た
く
な
り
ま
す
が
、「
ま

ず
話
を
聴
い
て
も
ら
い
た
か
っ
た
」
と
の
自
分
の

昔
の
経
験
を
思
い
浮
か
べ
て
聴
く
こ
と
に
集
中
し

て
い
ま
す
。
気
を
つ
け
て
い
る
の
は
、
相
手
が
話

し
を
し
な
く
な
っ
た
ら
、ま
く
し
立
て
な
い
で
「
ア

ド
バ
イ
ス
は
控
え
る
こ
と
、
沈
黙
を
守
る
こ
と
」

か
な
。
そ
れ
が
な
い
と
気
づ
き
も
で
き
な
い
し
、

次
に
結
び
つ
い
て
い
か
な
い
と
思
う
の
で
。
結
び

つ
か
な
い
と
ま
た
振
り
出
し
で
同
じ
こ
と
の
繰
り

返
し
に
な
り
、
そ
の
人
が
孤
立
し
て
し
ま
う
の
で
、

気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

担
当
保
健
師
：
え
く
ぼ
の
会
の
良
い
と
思
う
と
こ
ろ

は
「
次
ま
た
会
お
う
」
と
最
後
に
必
ず
声
か
け
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
松
：「
来
月
、
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
が
生
き

る
糧
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。
自
分
の
経
験

か
ら
そ
う
思
い
ま
す
。

日
置
：
そ
う
で
す
よ
ね
。
巡
回
相
談
な
ん
か
あ
っ
た

ら
い
い
で
す
ね
。
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人
が
利
用

し
て
い
る
の
が
「
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
の

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。

悩
み
を
抱
え
る
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
メ
ン
バ
ー
：
よ
り
そ
い
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
は
、
聴
く
だ
け
で
な
く
、
電
話
を
か
け

て
き
て
く
れ
た
人
の
地
域
の
社
会
資
源
を
調
べ
て
、

お
伝
え
し
た
り
と
か
、
地
域
の
資
源
に
電
話
を
か

け
て
支
援
の
橋
渡
し
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る
と
資
源
が
な
く
て
、

困
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
地

域
に
き
て
み
る
と
支
援
し
て
く
れ
る
方
々
が
い
る

と
今
日
は
実
感
し
ま
し
た
。

日
置
真
世
氏『
新
サ
ロ
ン
日
記
』ブ
ロ
グ
よ
り（
一
部
抜
粋
）

　

傾
聴
の
活
動
は
う
か
が
っ
て
み
る
と
、
実
は
住
民

相
互
の
ま
さ
に
相
談
活
動
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
質
の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

会
長
さ
ん
自
ら
が
自
分
が
困
っ
た
と
き
や
つ
ら
い

時
に
相
談
し
た
り
、
支
援
を
受
け
た
経
験
か
ら
、

ど
ん
な
相
談
だ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
か
、
ど
ん
な
対

応
を
さ
れ
て
嫌
だ
っ
た
の
か
な
ど
な
ど
、
経
験
だ

け
を
頼
り
に
人
の
話
を
聞
き
続
け
て
い
る
そ
う
な

の
で
す
が
、
そ
の
ス
タ
ン
ス
が
見
事
に
核
心
を
つ

い
て
い
る
の
で
す
。

　

ど
ん
な
理
論
の
研
修
よ
り
も
、
や
は
り
当
事
者
性

が
何
よ
り
も
需
要
で
あ
る
こ
と
を
ま
た
ま
た
確
信

し
ま
し
た
。

いのちの絆
孤立を防ぐ～ひとりにしない、させないために～を考える
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保
健
・
健
康
の
掲
示
板

ほ
け
ん
・
け
ん
こ
う
の
け
い
じ
ば
ん

B
ulletin board

え
が
お
サ
ロ
ン

語
っ
て
、
笑
っ
て
、
ホ
ッ

と
一
息

　

コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を
飲
ん
で

語
っ
て
ホ
ッ
と
し
て
、
の
ん
び

り
と
過
ご
す
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

隣
近
所
誘
っ
て
、
時
間
内
の
都

合
の
よ
い
時
に
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
い
り

ま
せ
ん
。

◆
日
時
／
９
月
３
日 

水 

、
10

月
１
日 

水 

13
時
～
16
時

◆
内
容
／
ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
体

を
動
か
す
。
笑
い
ヨ
ガ
。
血

圧
測
定
。
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
語
る
時
間

◆
費
用
／
１
０
０
円
／
回

◆
場
所
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
交
流
プ
ラ
ザ

◆
主
催
／
え
く
ぼ
の
会
（
代
表

小
松
龍
子
）

◆
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課
成

人
保
健
係 

☎
（
55
）
１
１
１
２

　

心
に
溜
ま
っ
た
こ
と
や
、
気

に
な
る
こ
と
、
心
配
な
こ
と
、

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。『
え
く
ぼ

の
会
』
会
員
が
お
話
を
聴
き
、

ゆ
っ
く
り
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

※
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

え
く
ぼ
の
会

だ
れ
か
に
話
を
す
る
と
安
心
す
る

こ
こ
ろ
の
相
談

あ
な
た
の
話
を
聴
い
て

く
れ
る
人
が
い
る

　

「
辛
い
、
苦
し
い
、
不
安
、
眠

れ
な
い
、
心
の
病
気
を
知
り
た

い
」
な
ど
や
、
家
族
の
こ
と
、

あ
な
た
の
こ
と
、
ひ
と
り
で
悩

ま
な
い
で
臨
床
心
理
士
に
話
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ほ
か
の
人

を
気
に
し
な
い
で
相
談
で
き
る

部
屋
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

◆
場
所
・
日
時
／

◎
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
相
談
室

９
月
９
日 

火 

・
24
日 

水 

◎
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
小
部
屋

（
角
館
）　

９
月
17
日 

水 

◎
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

相
談
室　

９
月
２
日 

火

◆
ス
タ
ッ
フ
／
臨
床
心
理
士

◆
相
談
方
法
／
面
談
（
要
予
約
）

◆
申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
保

健
課
成
人
保
健
係

　

☎
（
55
）
１
１
１
２

笑
い
の
会

笑
い
ヨ
ガ
で
仲
間
と
の
交
流

プ
ラ
ス
健
康
度
ア
ッ
プ
！

　

笑
い
は
、
手
軽
に
で
き
る
呼
吸

法
で
、
お
な
か
や
胸
の
筋
肉
を
動

か
し
て
酸
素
を
体
内
に
取
り
込

む
こ
と
で
、
血
行
促
進
や
免
疫

効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。『
笑
い
の
会
』
に
参
加
し
て

笑
い
の
効
果
を
実
感
し
ま
し
ょ

う
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

◆
日
程
／

　

９
月
19
日 

金
《
講
師
》
笑
い
ヨ

ガ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー 

伊
藤
晴
美 

先
生

　

10
月
17
日 

金
《
講
師
》
保
健
師

◆
内
容
／
笑
い
ヨ
ガ
・
ゲ
ー
ム
・

　

軽
体
操
・
健
康
講
話
な
ど

◆
場
所
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

（
角
館
）

◆
受
付
／
９
時
40
分
～
10
時

　

終
了
時
間
（
予
定
）
11
時
30
分

◆
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課
成

人
保
健
係 

☎
（
55
）
１
１
１
２

健（検）診についての問合せ　仙北市保健課　☎　55-1112

問合せ
仙北市保健課　☎　55-1112

 7 日　小西歯科医院（美郷町六郷）☎ 0187-84-1118

14 日　こまい歯科医院（大仙市大曲）☎ 0187-62-4189 

21 日　高山歯科医院（美郷町土崎）☎ 0187-85-3911

28 日　にしき歯科クリニック（西木町門屋）☎ 47-3855

大曲仙北歯科医師会　９月の休日歯科診療当番医

◆
日
時
／
９
月
17
日 

水

　

10
時
～
14
時

◆
場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

　

相
談
室

◆
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課
成

人
保
健
係 

☎
（
55
）
１
１
１
２

受診地域は『日程表』でご確認ください。

・特定健診・一般健診・後期高齢者健診・大腸がん検診

・前立腺がん検診・肝炎ウイルス検診・肺がん等集団検診・結核検診

健診会場 日程 受付時間

神代市民体育館

9月　4日 木

13：00
～

15：00

今年度は

受付終了時間が

30分
早くなります

9月　5日 金

9月　8日 月

9月　9日 火

9月 10日 水【骨】

田沢交流センター体育館 9月 11日 木

生保内市民体育館

9月 12日 金

9月 16日 火

9月 17日 水

9月 18日 木

9月 19日 金

9月 24日 水【骨】

9月 25日 木

　申し込みの上、受診してください。

◆対象者／ 40 ～ 64 歳の方で、平日に健（検）

診を受けられない方

　※ 65 歳以上の方で平日に健（検）診を受けられ

　ない方はご相談ください。

◆受けられる健（検）診／特定健診・一般健診・大

腸がん検診・前立腺がん検診・肝炎ウイルス検

診・肺がん等集団検診・結核検診・胃がん検診

◆健診日程／（受付時間 ：午前 7 時 30 分～ 9 時）

期日 健（検）診会場 申込締切日

9月 21日 日 角館交流センター 9月 18日 木

9月 28日 日 西木保健センター 9月 19日 金

10月 5日 日 生保内市民体育館 9月 26日 金

※対象となる健（検）診、料金等は、『健（検）診のお知らせ』等をご覧ください。

　申し込みの上、受診してください。

◆追加検診（検診車）のお知らせ／

期日 健（検）診会場

10月 2日 木 西木保健センター

10月 3日 金 田沢湖健康増進センター

◆受付時間／ 12 時～ 13 時

◆持ち物／保険証・検診受診案内

市立角館総合病院での受け方

◆検診期間／ 11 月 27 日 木 までの月曜日と木曜日

◆受付時間／正午～午後 12 時 30 分

◆申込方法／医事課健診係（☎ 54-2145）へ直接お申し込

みください。

　※最初に「仙北市の子宮頸がん検診・乳がん検診を受けたい」と

　お話しください。

　※氏名、生年月日、住所、電話番号、保険種別をお伝えください。

　※検診期間終了近くになると混み合います。早めの申し込みをお

　勧めします。

検診料金／ ▼子宮頸がん検診  1,300 円　 ▼乳がん検診  1,000 円

※仙北市国保・70 歳以上・非課税世帯（証明書が必要）・生活保護世帯の方は無料です。

※無料クーポン券が届いている方は、忘れずにご持参ください。

　胃がん検診を受け忘れてしまった方、会社

の検診で胃がん検診は受けていないという方

は、申し込みの上、ぜひ受診してください。

◆検診日程／（受付時間 ： 午前 6 時～ 8 時）

期日 検診会場 申込締切日

10月 1日 水 就業改善センター（神代）
9月 29日 月

10月 2日 木 健康管理センター（角館）

※持ち物：健康保険証、受診案内用紙　

※お住まいの日程に都合がつかない方は、ほか

の健診日でも受けられます。

※『骨粗しょう症検診』の対象の方は、9 月 10

日 水または 24 日 水【骨】の日程に受診して

ください。

▲

健診対象に該当する世帯の方には、『健（検）診のおしらせ』『日程表』『受診案内』を配布していますのでご確認ください。

▲

転入等で配布されていない方は、保健課、各地域センター、各出張所に日程表がありますのでご利用ください。市のホームペー

ジでも確認いただけます。

大腸がん撲滅キャンペーン

集 団 健 ( 検 ) 診 も 9
月 4 日からは田沢湖

地区に入ります。愛

する家族のため、健

康な今こそ大腸がん

検診を受けましょう！

『大腸がん検診の研究（比較試験）』で

の受診をお願いします。

※ 2 日分の便を代理の方が持参する場合も

必ず健康保険証をご持参ください。

※採便容器には使用期限がありますので、

今年配布した容器をご使用ください。ま

た、1 日分では受け取りできませんので、

必ず 2 日分の便を採取してください。

9月4日木 から田沢湖地区の特定健診が始まります

総合健診（日曜健診）のご案内

子宮頸がん検診・乳がん検診のお勧め

胃がん検診追加検診

平日に健（検）診を受けられない方へ

あなたとあなたの大切な人のために

胃がん検診のみの方は、こちらがお勧め！
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神代地区　長寿を祝う会
　今年も『神代地区長寿を祝う会』を開

催します。対象の皆さまにはまもなく案

内状が届きます。ぜひご参加ください。

【日時】10 月 8 日 水 11:00 ～ 14:30

【会場】たざわこ芸術村　温泉ゆぽぽ

【参加費】1,500 円（弁当代）

【主催】神代地区長寿を祝う会実行委員

会（主管　NPO 法人神代地域運営体）

【問合せ】仙北市神代出張所　☎ 43-

1352

第３３回　角館盆栽展
　皆さまのお越しをお待ちしています。

書の展示、呈茶席あり。入場無料。

【日時】9 月 19 日 金 ～ 21 日 日 9:00

～ 17:00（最終日は 14:00 まで）

【会場】角館交流センター

【主催】角館盆栽会

【協賛】茶道『玉川遠州流戸納瀬社中』

書道『西宮雪紅社中』

【問合せ】加藤　☎ 55-2503

仙北市障がい者ふれあい芸能
文化発表会を開催します
　障がい者によるステージ発表・作品

の展示や福祉事業所利用者による自主

製品の展示や販売、福祉用具の展示・

説明も行います。入場は無料ですので、

皆さまのお越しをお待ちしています。

【期日】9 月 13 日 土 10:00 ～ 12:45

【会場】角館交流センター

【内容】 ▼オープニング 10:00 ～秋田

県立大曲養護学校『曲養太鼓』　 ▼第

1 部 10:30 ～島筒英夫氏（全盲の

ピアニスト）によるトーク＆ピアノ

ライブ　テーマ『ピアノに感謝、人

に感謝』　 ▼第 2 部 11:45 ～障がい

者によるステージ発表（歌・踊り・

楽器演奏など）

【問合せ】実行委員会事務局（指定障

がい福祉サービス事業所 愛仙）　☎

47-3001

第 2 回　おとなの秋休み
　スポーツの秋…今年はみんなでいつ

までも元気で若々しく活動できる体作

りをしましょう！野菜の直売・とんぼ

玉・手作りパンなどの販売や、だまこ

鍋作り・マッサージなどの体験（有料）

コーナーもあります。パーソナルトレー

ニングジム　アールズベイ代表　内部

亮氏によるトレーニング講座も行われ

ます。

【期日】9 月 15 日 月・祝 9:30 ～ 15:00

　 ▼ 10:30 ～ 11:15　（トレーニング

講座　Part1『元気な体作り教室』）　

▼ 14:00 ～ 14:45　（Part2『きれ

いな姿勢作り教室』）

【参加費】Part1 800 円（スポーツク

ラブハウス会員　500 円）　Part2 

1,000 円

【会場】NPO 法人角館総合型スポーツ

クラブハウス

【問合せ】ちば珈琲店（千葉信子）　☎

53-3558

古民家再生 ビッキ倶楽部
秋の自転車イベント

【第８回 秋田版初心者ツーリング】
　田沢湖畔で、スポーツ自転車の基本

を学ぶ一日。

【日時】10 月 5 日 日 10:30 ～ 16:00

【集合】ホテルタザワ（田沢湖生保内字下

高野 82-117）

【参加者】10 人（自転車に乗れる方なら

どなたでもどうぞ）

【参加費】6,000 円（自転車ほか一式込み）

【申込・問合せ】土屋　☎ 43-2370

イベント相談

おはなし会『うさぎのみみ』
　仙北市総合情報センター・学習資料

館では、月に１度、おはなしボランティ

ア『うさぎのみみ』の皆さんによるお

はなし会を開催しています。お子様と

一緒にぜひお越しください。

【日時】9 月 6 日 土 10:00 ～ 11:00

【場所】仙北市総合情報センター・学習

資料館 おはなしコーナー

【内容】 ▼ エプロンシアター『ブレー

メンのおんがくたい』　 ▼『動物』の

お話をたくさん準備して待ってます。

▼『楽器』を使って遊びましょう♪

▼『なぞなぞ大会』をします。お楽

しみに♪

【問合せ】学習資料館　☎43-3333

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱

を受け、国の仕事などについての苦情

や意見・要望を受け付け、皆さんと関

係行政機関との間に立って、その解決

を図る『行政と住民のパイプ役』です。

仙北市の行政相談委員は次の 3 人の方

で、自宅で相談を受け付けていますの

で、お気軽にご相談ください。

【行政相談委員】

◆難波輝子　☎43-0782

　田沢湖生保内字水尻 7

◆大楽進　☎53-2690

　角館町七日町 34

◆小西範子　☎49-2154

　西木町上桧木内字中泊 97

【9 月相談所開設日時・場所】 ▼ 3 日 

水・角館交流センター　 ▼ 10 日 水

・神代出張所　 ▼ 17 日 水・田沢湖

総合開発センター　 ▼ 24 日 水・桧

木内出張所

【時間】13:00 ～ 16:00

【問合せ】仙北市総務課　☎43-1111

仙北市社会福祉協議会
９月の心配ごと相談日
　社会福祉協議会では、相談援助活動

として心配事相談を行っています。お

気軽にご利用ください。

【日時・場所】 ▼ 10 日 水 13:00 ～

16:00・神代出張所　 ▼ 11 日 木 

、25 日 木 13:00 ～ 16:00・社会

福祉協議会角館支所　 ▼ 16 日 火

10:00 ～ 12:00・紙風船館　 ▼ 17

日 水 13:00 ～ 16:00・田沢湖総合

開発センター

【問合せ】仙北市社会福祉協議会　☎

52-1624
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お知らせ

秋田県仙北平野土地改良区管内
用水路の長期断水について
　平成 26 年度維持管理事業に伴い、

下記のとおり長期断水となります。断

水期間中は、地域の皆さまに大変ご不

便をおかけしますが、ご理解とご協力

をお願いします。

【断水期間】9 月 11 日 木 ～ 11 月

19 日 水

【断水施設】1 号幹線用水路（1 幹から

分水される直分すべて）、2 号幹線用

水路（四ヶ村堰）

【主な工事内容】用水管理システム機器、

電気機械設備の点検整備等

【問合せ】秋田県仙北平野土地改良区　

水利整備課　☎ 0187-62-0180

（仮称）仙北市パークゴルフ協会
設立総会の開催について
　田沢湖生保内の下高野地区に、地元

の NPO 団体がパークゴルフ場を造成

中で、一部プレー可能となりました。

そこで、今般（仮称）仙北市パークゴ

ルフ協会を立ち上げ、趣旨に賛同する

方々を募集し、設立総会を開催するこ

とにしました。多くの皆さまの参加を

お待ちしています。

【日時】9 月 10 日 水 18:30 ～

【場所】田沢湖総合開発センター

【問合せ】平岡三郎（田沢湖卒田）☎

44-2621　☎ 090-3121-7439

土砂災害危険個所
立入り調査にご協力ください
　土砂災害の危険性のある場所を調査

します。県の身分証明書を携帯した調

査員が私有地に入り、調査する場合が

ありますのでご協力ください。

【調査地区】西木町・田沢湖地区

【期間】9 月～ 12 月

【問合せ】秋田県仙北地域振興局建設部

企画調査課　☎ 0187-63-3112

合気道角館協会よりお知らせ
　一昨年に続き、早稲田大学合気道部

が角館武道館で夏合宿を行います。合

宿期間中の稽古風景は見学自由ですの

で、お気軽にご来場ください。

【日時】9 月 11 日 木 ～ 15 日 月

　9:00 ～ 12:00、14:00 ～ 17:00、

19:30 ～ 20:30（15 日 は 12:00

で稽古終了）

【場所】角館武道館

　※今回の合宿には、2017 年 8 月に

仙北市で行われる国際合気道競技大

会の視察も兼ね、ブルガリアとロシ

アのチームが来訪し早大合気道部と

合同稽古の予定です。

【問合せ】合気道角館協会事務局　藤本

☎ 090-4885-2954

善意ありがとうございます
７月受付分、敬称略

【仙北市社会福祉協議会へ寄付】

◆久杉テイ（角館町歩行町）

◆田代玲子（生保内字武蔵野）

◆村田トキ（生保内字下高野）

◆千田千佳（生保内字武蔵野）

◆田村昭彦（門屋字漆原）
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☎ 0187-86-3912

☎ 43-2281

☎ 43-2283

介護保険事務所 認定審査班

仙北市長寿支援課

仙北市包括支援センター

問合せ

介護保険事務所からのお知らせ

セミナー・教室等

１０月開催予定の
スキルアップセミナー
経理・簿記の基礎講習

【期日】10 月 2 日 木 ・3 日 金

【定員】10 人

Excel によるビジネス文書作成講習（Excel2010）

【期日】10 月 8 日 水 ・9 日 木

【定員】10 人

日商簿記検定試験３級準備講習
【期日】10 月 20 日 月 ・21 日 火

【定員】10 人

社会福祉簿記講習
【期日】10 月 23 日 木 ・24 日 金

【定員】10 人

各講習共通
【時間】9:00 ～ 16:00

【場所】大曲技術専門校

【受講資格】現在お勤めしている方

【受講料】無料（テキスト代は別途）

【申込・問合せ】大曲技術専門校 民間

訓練支援室  ☎0187-62-6321

アスパラガス新規作付説明会
　アスパラガスの栽培に初めて取り組

んでみたいと考えている方々を対象に、

新規作付説明会を開催します。

【日時】9 月 10 日 水 13:10 ～ 14:30

　（13:10 JA秋田おばこ角館支店集合）

【場所】仙北市角館地区ほ場

【内容】ほ場見学、栽培概要の説明、支

援事業の説明

【申込締切】9 月 8 日 月

【申込・問合せ】秋田県仙北地域振興局

　農林部 農業振興普及課　☎ 0187-

63-6110

石綿使用建築物等解体等業務およ
び粉じん障害防止特別教育講習会

【期日】9 月 16 日 火 ・17 日 水 （2 日

間）8:30 ～ 17:00

【場所】大曲地域職業訓練センター（大

仙市大曲田町 3-1）

【申込締切】9 月 5 日 金

【受講料】10,000 円

【申込・問合せ】大曲地域職業訓練セン

ター　☎ 0187-62-1726

自衛官募集
【募集種目】 ▼防衛医科大学校看護学科

学生　試験期日：10 月 18 日 土 　

▼防衛医科大学校医学科学生　試験

期日：11 月 1 日 土 ・2 日 日　 ▼

防衛大学校学生　一般（前期）　試験

期日：11 月 8 日 土 ・9 日 日　

【受付期間】9 月 5 日 金 ～ 30 日 火

【受験資格】平成 6 年 4 月 2 日から平

成 9 年 4 月 1 日までに生まれた方

で、高校を卒業した方、もしくは平

成 27 年 3 月に卒業見込みの方

【問合せ】自衛隊秋田地方協力本部 大

仙地域事務所　☎0187-63-1313

『くまくま園』見学市民号運行
　阿仁熊牧場『くまくま園』リニュー

アルオープンを記念して、秋田内陸線

で行く、『くまくま園』見学市民号を貸

切運行します。この列車では、内陸線

や『くまくま園』の PR（ブログ、ツイッ

ター紹介、チラシ配布など）、アンケー

トにご協力いただける仙北市民の方を

対象に募集します。

【日程】9 月 21 日 日 角館駅（9:20）

→阿仁マタギ駅（10:20） → 阿仁熊

牧場 → 打当温泉マタギの湯 → 阿仁

マタギ駅（14:15）→角館駅（15:10）

【募集人員】40 名（1 グループ 4 名様

まで）応募者が定員を超えた場合は、

抽選の上、決定します。

【応募締切】9 月 10 日 水

【参加者決定通知】9 月 12 日 金　発

表は、決定通知の発送をもって代え

させていただきます。

【申込・問合せ】秋田内陸活性化本部　

☎ 0186-82-2114（平日 8:30 ～

17:15）　FAX 0186-82-3505

　E-mail  nairiku.ka@gmail.com（メー

ル、FAX での応募記載事項　①氏名

②住所　③年齢　④電話番号　⑤乗

降駅）　

雄物川の川づくりに関する
意見を募集
　国土交通省では、『雄物川水系河川整

備計画（素案）』に対するご意見を募集

しています。計画の素案やパンフレッ

トは、湯沢河川国道事務所、同大曲出

張所・秋田駒ヶ岳山系砂防出張所、玉

川ダム管理所、仙北市役所西木庁舎・

各庁舎、または湯沢河川国道事務所ホー

ムページでご覧いただけます。http://

www.thr.mlit.go.jp/yuzawa/

【意見の提出】パンフレット付属のハガ

キ、または上記ホームページの意見

募集書き込み欄で、10 月 3 日 金 ま

で募集しています。

【意見を聴く場の開催】ご意見の発表に

は事前申込（9 月 10 日 水 17:00 ま

で）が必要です。詳細は上記ホームペー

ジをご覧ください。 ▼開催日：10 月

1 日 水 18:15 ～ 20:15　 ▼ 会場：

地域交流センター はぴねす大仙

【問合せ】湯沢河川国道事務所 調査第

一課　☎0183-73-5544

秋田２５市町村対抗駅伝ふるさと
あきたラン！
スポーツボランティア募集
　秋田 25 市町村対抗駅伝ふるさとあ

きたラン！では大会の運営にお手伝い

いただけるスポーツボランティアを募

集中です。各市町村の代表選手と大会

を支える皆さんが一緒になり、『ふるさ

とあきたラン！』を盛り上げましょう！

【開催日】9 月 27 日 土 ・28 日 日 7:30

～ 16:00（予定）

【場所】秋田市八橋運動公園（移動の場

合あり）

【内容】運営補助、設営、撤去、受付、

エイドブース、走路監察など

【支給品】昼食、スタッフシャツ（予定）など

【備考】駐車場あり。活動しやすい服装

で参加してください。

【申し込みはこちら】
【対象】中学生以上（中学生の方は、保

護者または引率者の同伴が必要です）

【申込期限】9 月 16 日 火 

【ボランティア説明会】9 月 21 日 日

11:00 ～秋田市八橋陸上競技場

【申込・問合せ】秋田 25 市町村対抗駅

伝ふるさとあきたラン！実行委員会

事務局（〒 010-0001　秋田市中

通一丁目 4-3 エリアなかいち商業棟

1F トップスポーツコンソーシアム

秋田内）　☎018-825-2520

　FAX 018-874-9592　E-mail  
mail@akitaekiden.com
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9/ １ 月

２ 火 ●こころの相談（田沢湖健康増進センター） P17

３ 水
●うきうき広場（さくラッコ 10：30 ～ 11：30） P9

●えがおサロン（田沢湖健康増進センター 13：00 ～ 16：00） P17

●行政相談所開設日（角館交流センター 13：00 ～ 16：00） P19

４ 木 ●民謡伝承講座（生保内節元唄教室）（田沢湖総合開発センター 19：00 ～ 20：30） 4/16・P17

５ 金

６ 土 ●おはなし会『うさぎのみみ』（総合情報センター 10：00 ～ 11：00） P19

７ 日 ●角館のお祭り

８ 月 ●角館のお祭り

９ 火
●角館のお祭り
●こころの相談（角館交流センター） P17

●パッチワーク教室（桧木内地区公民館 10：00 ～ 15：00） 6/1・P13

１０ 水

●基礎から学ぶ『おもてなしの英会話』（田沢湖総合開発センター19：00 ～ 20：00） P10

●社会福祉協議会心配ごと相談日（神代出張所 13：00 ～ 16：00） P19

●行政相談所開設日（神代出張所 13：00 ～ 16：00） P19

●アスパラガス新規作付説明会（角館地区ほ場 13：10 ～ 14：30 P20

１１ 木
●社会福祉協議会 心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13：00 ～ 16：00） P19

●法テラス秋田 無料法律相談会（総合情報センター13：00 ～16：00） 8/16・P13

１２ 金

１３ 土 ●仙北市障がい者ふれあい芸能文化発表会（角館交流センター10：00 ～12：45） P19

１４ 日
●第 4 回生保内地区  敬老を祝う会（生保内市民体育館 11：00 ～ 14：30） 8/16・P12

●飾山囃子実演（角館樺細工伝承館 10：00・11：00） 8/16・P12

１５ 月 ●第 2 回  おとなの秋休み（NPO 法人角館総合型スポーツクラブハウス 9：00 ～15：00） P19

１６ 火
●社会福祉協議会心配ごと相談日（紙風船館 10：00 ～12：00） P19

●にこにこ元気塾（田沢湖総合開発センター 13：30 ～ 15：00） 6/1・P13

１７ 水

●わくわく広場（さくラッコ 10：30 ～ 11：30） P9

●えくぼの会（角館交流センター 10：00 ～ 14：00） P17

●こころの相談（健康管理センター） P17

●社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13：00 ～ 16：00） P19

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13：00 ～ 16：00） P19

●いきいき元気アップ教室（角館交流センター 10：00 ～ 11：30） 8/16・P11

１８ 木
●民謡伝承講座（生保内節元唄教室）（田沢湖総合開発センター 19：00 ～ 20：30） 4/16・P17

●寄せ植え教室（西木公民館 14：00 ～16：00） 4/16・P17

１９ 金

●笑いの会（健康管理センター 9：40 ～11：30） P17

●第 33 回角館盆栽展　21 日まで（角館交流センター 9：00 ～ 17：00　最終日は

14：00 まで） P19

●認知症サポーター養成講座（田沢湖健康増進センター 13：30 ～） 8/16・P11

２０ 土

仙北市カレンダー ９/１月   ～２０土  
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熱く燃えた！角館高校野球部の夏

ちいきのわだい

市役所からのお知らせ

子育てインフォメーション

学び・ふれあい・心豊かに生涯
学習／生誕 170 年　平福穂庵展

図書館情報局

第 29 回国民文化祭あきた・2014
／かくのだてフィルムコミッ
ション　ロケーションだより

いのちの絆

保健・健康の掲示板

お知らせナビ

戸籍の窓口から

カレンダー・目次

広告

つ ぶ や き

広報担当者の

SR　先日、朝起きると目の前が
ぐるぐる回り、そのため吐き気
が。お酒を飲み過ぎた次の日は
だいたいこんな感じですが、今
回ばかりは一口も飲んでいませ
ん。約 20 年ぶりの点滴でだいぶ
回復しましたが、三半規管の調
子が悪いのでしょうか。しらふ
でも二日酔い状況というありが
たくない体験。二度と経験した
くないものです。

TK　成人式の取材にお邪魔しま
した。しばらく見ない間に立派
になった後輩を見てびっくりし
たり、アトラクションやあいさ
つを堂々とやり遂げる姿を見て
頼もしく思ったりとこちらの身
が引き締まるような成人式でし
た。後輩たちに負けないように
自分も頑張らなければ、と思い
ました。新成人の皆さんおめで
とうございます。

YR　今回もたくさんの行事イベ
ントにおじゃましましたが、中
でもやはり角館高校甲子園出場
は、皆さんに大きな話題を提供
したんだなぁと感じました。予
選から出場決定、そして甲子園
での試合。盛り上がりを取材し
ながら、自分もわくわくして過
ごすことができました。選手の
皆さんお疲れ様でした。

　

田沢湖ハーブガーデン「ハートハーブ」

大小宴会・仕出し（オードブル・お弁当）・団体様お食事ご予約承ります！

　◆大小宴会　4,000 円以上からご予算自由に設定いただけます！

　　　　　　　2時間飲み放題＆仙北市内無料送迎（10名様以上より）

　◆仕出し　　ご利用日の 5 日前までにご予約ください。

　◆団体様お食事　季節の食材を使用した「田沢湖季節の御膳」、

　「やまの芋鍋御膳」等、同窓会等のお食事会にもご好評いただい

　ています。ドリンクバー＆ハーブティーバー付（アルコール別

　料金）　ご予算・内容等お気軽にご相談ください！

　◆お問合せ　田沢湖ハーブガーデン「ハートハーブ」　☎ 43-2424

東風の湯（だしのゆ）

仙北市民憩いの日　今月は 9 月 26 日（金）

　毎月開催『仙北市民憩いの日』は仙北市民入浴無料！

　臨時売店にて焼きたてパン等販売！ご家族みなさまでぜひお越

　しください！

　【営業時間】7：00 ～ 21：00（受付 20：00 まで）

　※仙北市民と確認できるもの（運転免許証・健康保険証等）を

　必ずお持ちください。

　※利用者証の事前交付を行っています。ぜひご利用ください。

「東風の湯弁当」1,000 円　予約限定販売！

　◆ご予約・お問合せ　東風の湯　☎ 43-2133

株式会社　アロマ田沢湖　　　　　 43-2424

　　

「海鮮祭り」その場で本マグロを一本解体します！

　10 月 4 日（土）　18：30 開演　大人 6,000 円（お料理・飲み物付）

　豪快な本マグロ解体ショーや、スペシャルゲストによるステー

　ジショー！おいしい料理に新鮮な本マグロをお楽しみください。

　ご予約承り中！詳しくはクリオンまで。

のんび～り、ご～ろごろ。湯治プラン♪

　2 泊 3 日（5 食付）　おひとり様 10,800 円！！

　のんび～り、お風呂に入って、ご～ろごろ♪ゆっくり疲れを癒

　しませんか？クリオンの大人気プランです。ご予約承り中！！

ゆっくりくつろぐクリオンの「日帰りプラン」♪

　各種ご宴会、会合にピッタリ！！お料理 3,000 円より承ります！！

　＊ご利用特典＊

　①ご利用時の入湯料サービス　②ご宴会時のカラオケ歌い放題

　③送迎バスのご手配　④お料理 4,000 円以上をご利用の場合、　

　おひとり様につきお銚子 1 本サービス

　温泉に入って楽しく食べて、歌ってゆっくりおくつろぎください。

西木温泉　クリオン　 　　　　　 47-2010
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レストラン北蔵　グルメ企画　

9 月 23 日（火・祝）秋分の日ランチ　11：00 ～ 14：00

　旬の食材をたっぷり使ったスペシャルランチです。

　手作りデザート・コーヒー付　1,500 円

株式会社　西宮家　　　　 　　　 52-2438

開催中～ 10 月 3 日（金）コスモスプラン

　ご宿泊　おひとり様 6,980 円

　1 日 7 組限定　1 室 3 名様以上でお申し込みください。

　休前日　おひとり様につき、1,080 円プラス

9 月 26 日（金）いものこ鍋ときのこづくし料理フェア　

　18：30 ～ 20：30　おいしい秋の味覚 + 飲み放題　大人 4,700 円

グラウンドゴルフ　　※（）内は参加費

　9 月 6 日（土）月例大会　会員限定（500 円）

　9 月 15 日（月・祝）花葉館杯・秋季　オープン参加（1,000 円）

　9 月 23 日（火・祝）翼会杯　オープン参加（1,000 円）

　9 月 28 日（日）ペアマッチ　オープン参加（1,000 円）

　各大会、昼食 350 円でご用意します。（事前申し込み）

株式会社　花葉館　　　 　　　　 55-5888
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人口増減内訳
　　・出生　　10 人
　　・死亡　　37 人
　　・転入　    31 人
　　・転出　    39 人

 人口の動き            （前月比） 

  人口  28,761 人　  　（－  35）
  　男  13,396 人　  　（－  19)
  　女  15,365 人　  　（－  16）
  世帯  10,826 世帯　  （－  10）

広報せんぼく23 22Semboku  City  Public  Relations




	kohosemboku20140901両開き.pdf
	莉吝圏蟶ょｺ・ｱ9譛

